『アセンションの鍵』スーパー･ラブ

目次

はじめに

２０１２年のアセンションについて間違った考えが横行している。
バシャールとの交信を元に、真実を明らかにする！
・第３密度的な信念を解消する｡⇒第４密度へ移行

・そのために第３密度的な信念を変えることと｢大いなるすべて｣とのつながりを強めること。

・生命エネルギー・スーパーラブを取り込むことが効果的

・第３密度的信念が消え去り､最終的に第４密度の存在に
第1部-アセンショとは
第1章2012年とアセンション
第３密度的な信念　
	ポジティブ
	ネガティブ

	肯定的、楽観的
	否定的、悲観的

	喜びが基にある考え方
	恐れが　〃

	何事も楽にできる
	何事も困難

	流れに任せる
	無理に強いる

	統合
	分裂

	調和
	非調和

	真実の自己に繋がっている
	真実の自己から外れる

	他者への奉仕
	自己への奉仕


・2012年を越えて数十年をかけて地球の未来はポジティブとネガティブに分かれる。様々なバージョンの地球がある｡

・パラレルワールド､パラレルリアリティという世界観

・自分の持つ振動､波動､どの地球､世界を体験するか
・その中の二つのいずれかを体験。20～30年後

・最終的には2つ

第３密度から第４密度へ

・番号が高いほど意識の発達レベルが高い｡

・生命体の進化の度合いはその生命体の持つ振動数で表すこともできる｡（拡張した概念）
・第３は6～15万ヘルツ。第４は18万～25万ヘルツ。移行領域は15～18万ヘルツ

・2009.10.19～20.21のバーシャルとのコンタクトより
	第３密度
	第４密度

	
	自分が現実を創造していることに気づいている

	
	自分が｢一なるもの｣と一つであることに気付いている

	
	常に喜びで満たされている

	
	集合意識として意識を共有することが多くなる

	
	第３密度的信念がない

	
	必要な情報に簡単にアクセスできる

	
	共時性(シンクロニティ)が多い


いずれも肉体をもっているので意識と肉体の振動数の加重平均で決まる。
食べ物や疲労度で肉体の振動数は変化
意識が変わった人は死後転生先を第４密度に選ぶ
。
信念のあるなしで決まる｡恐れをなくす｡
まず頭で考えて自分で埋めいれようとすることから始まる｡真実の自己とのつながりが強まってくると真実の自己に受け入れられたという感激が多くなる｡
異なる惑星が用意されている。

｢真実の自己｣とのつながり

第３密度にいながら完全に（真実の自己と）つながる人もいる｡つながりが強まる⇒ネガティブな感情、体験をそのまま受け入れられることが多くなる｡初めは頭で⇒真実の自己⇒感激⇒信念の変化⇒常に感激⇒第４密度でも感激
真実の自己はより大きな概念、源につながったところまで

I/Thereは真実の自己の一部

I/Thereとつながることが真実の自己につながること

無防備に交信しない。アファメーションでポジティブな生命体のみと交信する。

振動数が高い食べ物－鳥、豚、　…　牛、白身、赤身

野菜とクリアな水
ポジティブな影響のみ受けると信じることが大切
何も考えずにコーヒーなどを習慣として飲むと振動数を下げる。
肉体の振動数を上げておけば意識の振動数も上がっていきやすくなる。

第2章　第3密度的な信念
・死がすべての終わりだという思い込みから死に対する強い恐れが生まれる。⇒生き残るためなら何でもする
・第３密度からエゴ(自我)が生まれた。⇒エゴを否定する必要はない⇒エゴに気付き学びを深める必要

・豊かさとはあなたがする必要があることをする必要があるときにすることができる能力
・シンクロニティがうまれる。

・欲(食欲、睡眠欲、性欲…)自分自体がポジティブ｡どちらでもない
・自分の波動が鏡のように映し出されたものを現実として体験する｡体験する現実を変えたかったらまず､自分が変わる｡そうすると体験する現実が変わる｡
・自分は常に自分の現実を創造している｡自分は自分の体験する現実を生み出している。

・努力は楽しみながらならポジティブ。結果を出すには努力は不可欠｡楽しみながらひとりでに努力している、すべてが自然に流れるように起こる

・愛されたい、認められたいと必死になる｡(個別化の道を選んだことの宿命)個々が分断されているために強烈な孤独感､疎外感を感じる｡望郷の念を持っている｡真実は100％愛されていて認められている｡本来の自分によって､『源』=『ひとつなるものによって』
・時間の束縛から自由になる(過去、未来)

・宗教､倫理的､政治的､経済的､社会的信念､男は…を変える
1番目の次元　植物　　　　  2〃　動物  
3〃 第３密度　人間　　   次元は？第４密度 バーシャル

4〃 第５密度 人間の死後
5〃最上位はフォーカス35、I/Thereが存在　第５密度？
6〃最上位はフォーカス42、I/Thereクラスターが存在　６?
7〃最上位はフォーカス49、I/Thereスーパークラスター〃
第７密度？

第3章　ネガティブを受けれる
・ネガティブな行為であってもありのまま価値判断なしに真実の自己に100％受け入れられる｡⇒感謝をもって受け入れられる。

・我が強い自分が受け入れられる｡捨てる必要なし

・自然体になる。気取る必要なし。
・ネガポジの統合(ネガティブな自分がすべてそのまま受け入れられるという状態に達する)
・第４密度へ移行する
第4章 ｢真実の自己,ひとつなるもの､大いなるもの｣とつながる
・I/Thereとは－フォーカス35から入ることができる｡

・フォーカス42にはI/Thereと自分と強い関連のある人たちのI/Thereはつながっていてひとつの集団を成している｡

これをI/Thereクラスターと呼んだ｡
・フォーカス49には自分の属するI/Thereクラスターが無限に広がる海のよう網の目状､蜂の巣状につながっている｡これをI/Thereスーパークラスター・レベル⇒さらなる大集団⇒｢意識の糸(体験)・エネルギーの管(生命エネルギー)｣で結ばれている⇒｢大いなるすべて｣＝｢ひとつなるもの｣＝｢すべての源｣
⇒すべての集合が真実の自己
・宇宙のすべての存在､森羅万象は生命エネルギーの表出であり､生命エネルギーが形をとって現れ出たもの
・生命エネルギーは創造性､知性､好奇心に富み､生きる力に溢れ､愛と喜びに満ちている｡全宇宙の生きとし生けるものすべての命の源､命そのもの｡
・無条件の愛､慈悲に満ち満ちたエネルギー
・モンローは地球生命系は学校である､学校であり､学ぶべきことを学んだら卒業して出て行くべき､と述べている｡

・何を学ぶかというと｢スーパーラブ｣
・卒業とは第３密度的世界から出て､第４密度の世界に行くこと｡地球は今第４密度へと移行中､という説もある｡少なくともポジティブな地球であれば地球から出る必要はない｡

･ブルース･モーエン(『死後探索1～4』)の語る意識の歴史
・第４巻より－あるとき意識の改定を上昇｡フォーカス49のI/Thereスーパークラスターを超えてさらに進み､｢大いなるすべて｣の1段～2段下のレベルの存在にあって交信。
・この意識存在はその意識の中に地球生命系内のすべてを含んでいる｡すべての生命体や物質の意識､行動､事象､現象などなど｡物質界も非物質界もともにすべて把握｡素粒子レベルやさらにそれ以下のレベルの事象も把握｡さらに地球以外の生命系も含んでいる｡その意識内にこの宇宙全体をも含んでいる｡さらに地球以外の生命系も含んでいる｡その意識内にこの宇宙全体をも含んでいる｡宇宙内で起こっていることすべてを把握し､さらにはこの宇宙以外の宇宙をも意識内に含んでいる｡どうしてそういうことができるかというと､そういうすべての存在の意識はこの存在の意識の一部だから｡この存在の意識の一部を使っているから｡この存在が語る意識の歴史はこうだ。

はるかな昔､時間が存在するまえのことです｡あるところに､と言っても空間も存在する前のことです｡自分自身のことを認識する存在がいました｡それは｢光の球｣とも言えるでしょう｡それは｢大いなる未知｣に囲まれていました｡｢光の球｣は｢大いなる未知｣に何があるのか､まったくわかりませんでした｡何があるのか大変興味を持ちました。
そこで､ある計画を思いつきました｡それは､自分の一部から､それ自身を認識するものたちを作り出して､｢大いなる未知｣の探索に送り出すというものです｡言わば探索用に子供をたくさんつくったようなものです｡

ところが､そうやって最初に送り出した子供たちはあっという間に分解して散り散りになってしまいました｡分解しないように何かを使ってつなぎとめておく必要があります｡何がそれにいいのかわからなかったので､片端から自分の一部を接着剤として使い､探索に送り出しました｡
ところが､ほとんどは途中で分解するか､しなくても帰ってきませんでした｡仕方がないので､この実験を続けていくと､あるとき､ひとつが突然帰ってきたのです｡それは｢無条件の愛｣を接着剤として使っていたのです｡そして､それは探索結果を報告し､その探索した部分は既知となりました｡
｢光の球｣は意識していなかったのですが､送り出した子供たちはみな､｢光の球｣が有している｢好奇心｣を持っていました｡この帰ってきた子供は愛によって固められていたので､｢大いなる未知｣内のすべてを愛を通して見､自分を愛し返すものを探し続けていました｡そしてあるとき､はるかなかなたに愛を放つものを感知し､そちらへ向かっていくと､｢光の球｣に戻っていったというわけです｡そのときに大きな愛とともに受け入れられました｡

このとき以来､送り出される子供たちはすべて｢無条件の愛｣を接着剤として使い､好奇心を持って｢大いなる未知｣を探索し､｢光の球｣へ帰還するときに､大いなる愛という報酬を受けることになりました｡さらにそれぞれの子供たちは､しっかりと意識の糸で｢光の球｣に結ばれていて､行方不明にならないようになりました｡

｢無条件の愛の源｣へ戻り合体したいという欲求が､彼らを｢光の球｣へ帰還させるのです｡そして｢好奇心｣が彼らを｢大いなる未知｣を探索させるのでした｡

送り出されたそれぞれの子供たちは､｢光の球｣がやった方法をコピーしました｡つまり､自分の一部を使って自分たちの子供を作りました｡｢光の球｣からみれば孫になります｡それらを｢大いなる未知｣の探索に送り出しました｡孫たちはまたこの方法をまねて子供を作り､ということが何回も繰り返されました｡そして｢大いなる未知｣は隈なく探索されていきました｡我々個々の人間の意識はこの一番先にあります｡
P84に図の解説(光の球はまわりの｢大いなる未知｣探索のためにプローブ(探査機､子供たち)を放出。子どもたちが方法をコピー)
この話はあくまでもひとつの比喩です｡真実を我々に理解できるような形で言い換えたものなので､これとはまったく異なる形での比喩も可能
・バーシャル(エササニという星に住む非物質的存在)

はもっと大雑把な言い方をしている。

あなたが｢ひとつなるもの｣という唯一の存在であるときにはほかには何もなくて別のものとの関係性がないので､何かを｢知る｣という経験がない｡

そのままの状態でただ存在しているだけ｡
しかし､もしあなたが自分自身の反映をつくりだしたなら､そのとき､それが何であるのか､それがあなたとどのような関係にあるのか､その関係性はあなたにとって何を意味するのか､などを知りたいというニーズもつくったのです｡これが｢天地創造(The Creation)｣なのです。
・エネルギー管の詰まり
・我々はI/Thereを通して究極的には｢大いなるすべて｣と意識の糸・エネルギーの管でつながっている｡ただ我々にそういう自覚はまったくない｡｢大いなるすべて｣は生命エネルギーの源であり､｢無条件の愛｣の元でもある｡だから､そういうすばらしいところとつながっているのなら､少しは生命エネルギーや無条件の愛を感じてもよさそうなものだが､そんなことはまったくない｡なぜか？

・それは第３密度の我々の場合､このつながりは非常に細くなっている｡まったくつながっていないわけではないが､つながりはごくごく細いものになっている｡かろうじてつながっているという程度｡

どうしてそんなに細いかというとそれはこの管に詰まりがあるから｡…。詰まりの原因は何かと言うと､第３密度的な信念。…。これはあくまでも比喩｡第３密度的な信念があるために､我々とI/Thereのつながりがしいては｢大いなるすべて｣とのつながりが悪くなっている｡これを､自分とI/Thereの間に第３密度的な信念の壁があるために自分とI/Thereの間が悪いとも言える。
・モンローの内面への旅－『究極の旅』より－

・記憶の層：人生の一瞬一瞬がすべて収められて追加体験可能｡
恐怖の層：古い恐怖から新しい恐怖まで様々
感情の層：喜び、悲しみ、怒りなどあらゆる感情

障壁：地球生命系への耽溺､またはそこから生まれるありとあらゆる信念体系が障壁を作っていた。ある信念が崩れるとその部分に穴があく｡信念が崩れるに従い､穴が大きくなっていく｡モンローが(は)障壁のくずれた部分を通るとそこには色とりどりの光線のようなものが何百となくうねっていました。つまり､そこはI/Thereの中心部､ＥＸＣＯＭ(エクスコム)でした｡このように｢地球生命系で生まれるありとあらゆる信念体系｣が障壁となって自分とI/Thereの中心部の間にあり､それが崩れていくことでつながるようになった｡
第5章　シルヴィアの卒業
・シルヴィアは自分が死んだことを知らずにフォーカス23に囚われていた｡モーエンは｢あなたは既に死んでいる｣と単刀直入に言った⇒シルヴィアの受け入れ⇒光がキリストの姿に(彼女はキリスト教徒であり､彼女がキリストが迎えに来ることを望んだ)⇒フォーカス27＝へシルビアを救出⇒｢キリストの愛をハートに受け入れたいか？｣⇒｢はい｣・『無条件の愛』が文字通りハートに流れ込んだ。⇒一つひとつの因子に対してキリストの許しを受け入れ自分自身を許すことができた｡そうすることでひとつずつ因子が消えていった｡その都度より大きい愛を経験し表現⇒｢無条件の愛｣で満たされ｢光の存在｣になった｡⇒卒業
・無条件の愛＝生命エネルギー＝スーパーラブを受け取る
①フォーカス27で｢無条件の愛｣を受け入れることを選択

②｢無条件の愛｣で満たされた場で無条件の愛をハートに受け入れる｡
③｢無条件の愛｣によって知覚能力が高まり､信念体系領域へ導くエネルギー因子がはっきりと知覚できるようになる｡
④一つひとつの因子について自分への影響と自分の行為がまわりに及ぼす影響について追体験することで理解する。

⑤自分と相手を赦すことでその因子が解消する。

⑥すべての因子が解消しすべての行為は｢無条件の愛｣の心からのものになる｡光の存在になる｡
・エネルギー因子

・本来ならば私たちを信念体系の地獄(フォーカス24～26)へ導くはずの因子
第6章　大地とつながることの大切さ
・我々(山の精霊)のルートは地のエネルギーにある。…。源は地球コア。…人も大地とのつながりが大切だ。…大地に寝転ぶこと。大地に直接つながり､そのエネルギー､振動を体内へ直接取り組むことである｡そうすることで心の安定が保たれる｡…大きな循環がある。
今､あなたにそして人類に必要なことは大地とのつながりを取り戻すこと｡それが2012年のアセンションにとっても重要｡下との強いつながりが実は上へ上へ上がっていく基盤をもたらすのだ｡大地自身が上がっていく｡それに乗ってゆくのだ。
自然と一体⇒安心感・安定感⇒生命エネルギーとの一体化⇒死の恐怖はない⇒死んだら自然に帰るだけ
大切なことは地球とのつながりを取り戻すこと。精神的なつながりをつけること。

第7章　変わり始めた世界
・宇宙人が政治とメディアでオピニョン・リーダーになる

・金融危機はアセンションへの動きが形になった最初の一つ
・バーシャルによれば､この変動期の中から新たな経済システムが生まれてくる｡

①人々のもつ固定観念を打ち破るようなこと､絶対にできないと思われていたことを平気で行なう､あるいは提言する｡
②人々に希望を与える｡

・鳩山由紀夫-2009.9.16に第93代内閣総理大臣に就任)⇒｢友愛｣(ポジティブ､性善説)

鳩山氏-1990年比で2020年までに温室効果ガスの25％削減を国連で表明）

・バラク･オバマ－｢Change｣｢Yes､we can.｣プラハ宣言(｢核のない世界｣⇒ノーベル平和賞､国際協調､ポジティブ)
・第６密度からやってきた約6500万人(地球人口の1％)のワンダラーたちが地球に転生－『ラー文書』
第2部-信念を変え、振動数を高めるには何をするか
第1章　さまざまな方法がある

・古来からの方法…バーシャルは｢ワクワク､情熱に従って生きる｣｢自分の振動数を上げていく｣

・2012年に向けて地球生命系へ大量の生命エネルギーが流れ込んできている｡⇒意図的に生命エネルギーを取り込んでいく。上の意識へ
・ヘミシンク
・聴いて考え方を柔軟にしようという思いがまず必要！
・変化はむしろ聴いていないときに起こる｡

・夢の中の啓示､日常の些事､本に出ていた話､他人の言葉､そういうことが引き金になって起こる｡

・自分は肉体を超える存在である－という事実、確信

・脳がなければ自分は存在しないという信念が崩れ去る｡
・死後世界を知る、死の恐れの解消
①死後どこへ行くのか？　－第５密度､フォーカス23～27
・過去からの輪廻を知る
②過去世の存在－フォーカス15､時間の束縛を超える

今生とエネルギー的なつながりがあるためにそれがトラウマとなって表れている場合がある。⇒トラウマの解消
・ガイドの存在を知る
③自分を導いてくれる非物質的存在を知る
・交信可能､会える、メッセージやひらめき､インスピレーション｡答えは教えてくれない。
・死の恐れの解消

・誰も変わってはくれない。一人で対峙しなければならない｡ヘミシンクが解消してくれる。
・I/Thereを知る
④I/Thereへアクセスできる
・｢無条件の愛｣に満ち満ちた場でそれを満喫。宇宙の知恵､情報が豊富
・他の生命系を知る、ETの存在を知る
⑤地球以外の生命系の存在と地球外生命体の存在を知る
・ヘミシンクを聴いていくことで信念に風穴をあけ､振動数を高めていく
第2章　バシャールとの交信
・チャネラー、ダリル・アンカはバーシャルと共鳴状態､意識を共有。ダリルの言語を使う
・交信(コンシャス･チャネリング)は自分の意識を保った状態でバーシャルからの情報をチャネルする。フォーカス21
1 意識を合わせる､つまりバーシャルにコンタクトする。

・周波数がある。固有のシンボルがある。ガイドに案内を頼む。
②意識を共有し､情報を得る。

・画像や映像、言葉などその人が得意なことで
・情報が塊でくることも…
・交信の留意点

　①信念のフィルター

　②記憶情報のフィルター

　③知覚パターン

・交信が成功するために－証拠をもらうこと
第3章　生命エネルギーを取り込むエクササイズ
・始める前にガイドにしっかりと導いてもらうようにお願いをする。

・起こる変化の可能性
(1) 知覚が通常以上に広がる。しこり､トラウマが把握できるようになる｡

(2) 各部位の体験に関連した人たちとその体験の記憶がその部位にエネルギー的に結びついているのが見える。

(3) ｢大いなるすべて｣の慈愛の目でその一つを見ることができる｡関連したすべての人に心から謝り､なおかつすべての人を受け入れることができる。

(4) 結果エネルギー的なもつれは解消し､何らかの信念､考え方､トラウマ､恐怖心…などが消え去る｡

(5)その分､振動数が上がる｡エネルギー体や肉体のバランスが悪くなるためめまいや吐き気、頭痛などがあることもある。
 ・レゾナントチューニング
・呼吸は生命エネルギーを取り込む作業
①息をすうときに､口から頭からあるいは足の裏から体内へ生命エネルギーを吸い込んでいるとイメージ
②息を止め､全身にエネルギーを回し､全身をチャージアップする｡

③息を吐くときに古くなったエネルギーを口から足の裏から頭から吐き出すとイメージする｡この際に声帯を震わせて声を出す。アー(ム)　～　オー(ム)の母音のどれかを発声する。(ム)をつけてもよい。
・体を縦に走るエネルギーの管をイメージしてもよい｡
ヨガではプラーナ管といわれている。

①息を吸い込むときに大地から生命エネルギーをこのエネルギー管に吸い込んでくると想像する｡
②息を止め､全身にエネルギーが染み渡っていくと想像する。

③息を吐く｡この際に声を出す。

④息を吸い込むときに頭のてっぺんから宇宙の生命エネルギーをエネルギー管に吸い込んでくると想像する。

⑤息を止め､全身にエネルギーを染みわたらせる。

⑥息を吐く｡息を吐くときに声を出す。

・エネルギー管に沿って一本の棒磁石がると想像し､まわりに磁力線のパターンができていると想像｡実は自分の作る生命エネルギーが同様のパターンを作っている。

・全体はりんごのような形。りんごの芯の部分に自分がいる。（トーラス）
・ピラミッドイメージング
①横になりリラックス。または座禅のポーズ

②時計などの金属をはずす。

③息を吸いながら大地からエネルギーをエネルギー管へ吸い上げる。これをハートへ注入する。息を吐きながら古くなったエネルギーを吐き出す。この際、ハートが渦巻状に回転するのを感じる。

④自分のまわりのエネルギーの流れを感じる。

⑤息を吸いながら宇宙のエネルギーを頭からエネルギー管へ吸い込み､ハートへ注入する｡息を吐きながら古くなったエネルギーを吐き出す。ハートが渦巻き状に回転するのを
感じる。

6 ④と同じことをする。

⑦息を吸いながら大地と宇宙の両方からエネルギーをエネルギー管に取り込み､ハートに注入する。息を吐きながら古くなったエネルギーを吐き出す。ハートが渦巻き状に回転するのを
感じる。

⑧次に自分を取り囲むピラミッドを想像する。③～⑦を繰り返す。ピラミッドがエネルギーを増幅するとイメージする。

⑨さらに大きなピラミッドを想像する。ハートがピラミッドの下から1／３の位置に来るような関係

⑩この際、自分の中を流れるエネルギーの流れがピラミッドと共鳴して大きな流れを生み出す。自分の体の中の小さな振動とピラミッドの作る大きな導管の振動が共鳴する必要があるので呼吸のリズムと小さな導管の振動をいろいろ変えて共鳴状態が生み出されるようにします。
・大地につながるエクササイズ
・晴れた日に草原で寝転ぶ。
・地球に思いを馳せる。

・心の底からありがとうと感謝したい気持ちになる。

・木の生命エネルギーを見て感じる。木のまねをする。

・I/Thereにアクセスするエクササイズ
・F27の水晶にアクセスするエクササイズ
・フラクタルアンテナ付きピラミッドを用いたエクササイズ
第4章 少しずつ氷解する第3密度の信念
・エクササイズ⇒生命エネルギー・スーパーラブ
・いくつかの第３密度の信念が解消され始める。

・ガイド(ヘルパー)の導きの下に行なう｡

・｢信念解消のためのプロセスをお願いします｣⇒過去のある体験が蘇る⇒自分の感情⇒感情的､精神的､霊的影響から解放される｡もしくは､過去世での体験
・リリース＆リチャージ
・日々の生活の中での信念の解放
・自分が創造する自分の現実

・例：｢あなたは車を運転していて､目の前に突然､隣のレーンから車が割り込んできたので､むかっとしました｣
⇒バーシャルの解説：「危険極まりない行動だ。」｢無礼な行為だ｣→むかっとした⇒こういう信念の基にこういうふううに見てこういう反応をした､という事実はそのまま｢大いなるすべて｣へ戻される｡⇒｢大いなるすべて｣はそのまま鏡のように戻して､あなたが次に体験する現実を作り出す｡
自分が自分の未来を自分の信念に沿うように創造している｡第３密度的な信念を手放し､宇宙の真理､無条件の愛に沿ったものに変える｡⇒気付き､実行することは第４密度への一歩⇒｢目の前に車が割り込むという出来事自体､自分の信念が創造したもの｣⇒自分が別の信念を持っていれば別の出来事になっていた。⇒日々の生活の中で自分の体験する問題や苦悩が自分のどういう信念に基づいているのか､考えてみることです｡そうすることで､問題や苦悩の基になっている自分の信念が明らかになる｡さらに､その信念を第４密度的なもの､つまり｢大いなるすべて｣に沿うもの､｢無条件の愛｣に沿うものに変えることで､問題や苦悩ががなくなっていく。ある意味､こういう問題や苦悩は自分に信念を気付かせるために出てきてくれている。生命エネルギーを取り込んでいくとこういう問題がどんどん顕在化してきます｡出てきてくれるからその基にある信念に気づき､変えることもできるのです｡
常に自分は選択しているのだということ､感情的な反応ですら自分が選択しているのだ､ということに気付くことが大切です｡

・人の心は９割が無意識
・1割しか把握できていない(顕在意識)｡

・出てきた現実を見ることで､自分の信念に気付き､変えるというプロセスは実は自分の無意識に気付き､それを変えていくプロセスでもある。無意識を意識化
補遺
仏教との比較
・モンロー⇒地球生命系から卒業する
仏教　 ⇒解脱 ⇒仏
・唯識仏教
・唯識仏教⇒煩悩(六煩悩と20種の随煩悩)⇒伏断捨・｢無明｣を滅する([宇宙の真理]を知る)⇒解脱
・浄土系仏教
おわりに

本書のまとめ

銀河系コアからますます多くの生命エネルギー・スーパーラブが地球生命系へ流れ込んできている。
(1)2012年を越えて10年､20年､30年とかかって地球はポジティブな地球とネガティブな地球に分かれていく。

(2)ポジティブな地球は第４密度に移行する。
(3)我々人類も多くの人が第３密度から第４密度へ移行する。

(4)第３密度から第４密度へ移行する過程で｢真実の自己｣､｢大いなるすべて｣とのつながりが強まっていく。

それと同時に第３密度的な信念が解消されていく。

(5)その過程でまず､自分のネガティブな感情や行為が受け入れられるという状態になる。

(6)次に､｢大いなるすべて｣によって､すべて受け入れられるという状態になる。ネガティブ・ポジティブの統合がなされる。

(7)その過程でネガティブな信念がどんどんなくなっていくのでネガティブな体験自体が減っていく。

(8)そして､最後に第４密度に達し､ネガティブな体験はなくなる｡その状態では｢大いなるすべて｣と完全につながっ
ているので､スーパーラブに満たされた状態にいる｡
(9)｢大いなるすべて｣とのつながりを強め､第３密度的な信念を解放するには生命エネルギー・スーパーラブを取り込むエクササイズが極めて有効。

(10)それを行なうと､第３密度的な信念が解放されていく。
それは日常生活での体験を通して行なわれる場合もある｡

用語解説より

I/There（アイゼア）－モンローは自分のすべての人生の総体をI/There(向こうの自分)と呼んだ｡こちらの世界(here)に対して向こうの世界(There)にいる自分という意味

『究極の旅』11・12章によれば｢各個人が持っている前世､現世を含めたすべての人格の自分のこと｣と定義

何百､何千というさまざまな過去世､現世の自分の集合のことである｡現世にもこの自分以外にも分身のような自分がいる｡

同書によれば｢各人はそれぞれ､個人としての認識力､精神､記憶を持つ､意識・感覚をそなえた存在｣

中には人類ではない別の生命体もいる｡

I/Thereは一般的にはトータルセルフやオーバーソウルと呼ばれるものと類似の概念と考えられる｡I/Thereは時間を越えた存在である｡そのためそれぞれの人格を過去世と呼ぶのはふさわしくないので､モンロー研では他の生とか人格､生命表現､側面と呼んでいる｡

モンローはI/Thereの中心部にいる代表的な存在たちをＥＸＣＯＭ(エクスコム)と呼んだ｡代表委員会という意味だ｡自分を導く存在たちと考えていい｡

I/Thereは自分の集合なので､本来形というものは持たないとも思われる｡ところが､そこへ行くとさまざまな形が把握される｡

例：■スタジアム、コロシアム、円形劇場、…すり鉢型で側面に大勢の人。その一人ひとりがI/Thereのメンバー。

■ディスク､円盤､光の点それぞれがI/Thereのメンバー

■宇宙船､ＵＦＯ､宇宙ステーション

■渦状銀河…無数の点からなる｡それぞれの点はI/Thereのメンバー。I/Thereはかなり高い意識レベルの存在する｡モンローの番号付けによればフォーカス34／

35と呼ばれるレベルに位置すると考えられる｡他のフォーカスレベルからもアクセスは可能。

I/There（アイゼア）クラスターとは
· フォーカス42では自分のI/Thereが他の多くの人のI/Thereとつながっているのが把握される｡自分のI/Thereとつながった自分と関連するI/Thereの集団をI/Thereクラスターと呼ぶ。

この中には銀河系内のさまざまな天体にいる生命体たちも含まれる｡

I/Thereスーパークラスター
・フォーカス49では自分のI/ThereクラスターがいくつものI/Thereクラスターとつながり､海のように広がっているとモンローは述べている。これをモンロー研ではスーパークラスターと呼ぶことがある｡この段階までくるとこの中にはお隣のアンドロメダ銀河やさまざまな銀河を探索している生命体たちも含まれる｡このトップの存在たちはクラスター・カウンシルと呼ばれる。

地球外生命体
地球外の数多くの天体に生命体が存在する｡それらは物質的な生命もあれば非物質の生命もある｡物質的な生命の場合､植物､魚､昆虫､爬虫類､哺乳類､鳥､人類など地球上で見られる生物もあればそれ以外の形態も多い｡
そういった生命体の中には地球近傍の非物質界(フォーカス34／35)に集まっているものも多数いる｡彼らは我々のI/ThereやI/Thereクラスターのメンバーであることが多いようだ｡彼らはこれから地球生命系で起こる一大事件を観察するため､あるいは我々を手助けするために来ているようだ｡

バーシャル
エササニという太陽系外の惑星に住む生命体｡実際には地球時間で300年後の未来から我々にコンタクトしてきている｡

アメリカ人のダリル・アンカという人をチャネラーとして｢ワクワクして生きる｣をメインコンセプトにメッセージを伝えている。

実はバーシャルは集合意識である。第４密度の肉体を持っているので､個体はあるが､それぞれの意識はつながっている。
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.3.5
